



























A Study of Posters Created in China during the Pre-World War II Period: 
The Characteristics of Chinese Posters Created Between the 1880s and the mid-1920s
Abstract : This paper will investigate Chinese posters created between the 1880s and the mid-
1920s – the dawn of Chinese poster history – to examine their characteristics. The few such 
posters that survive today have posed a barrier to studies on this subject for a long time. Over 
the years since 2017, however, the author benefited from the opportunity to scrutinize and study 
36
many of the pre-World War II posters owned by the Hong Kong Heritage Museum and a private 
collector in Macau, Xiao Chun Yuan, in collaboration with the Chinese researcher Wu Yong Mei, 
which led to many new discoveries.
The history of posters in China began with those created between 1889 and 1890 upon the 
request of the British trading company Barlow & Company. Until the late 1920s when the 
printmaking method used was drawing, and poster creation required an enormous amount of 
time and money, four industrial sectors consisting of foreign damage insurance companies, 
trading companies, marine transportation companies, and energy companies in Hong Kong and 
Shanghai led the poster industry in China. These companies created many posters, thereby 
contributing to the development and establishment of basic Chinese poster specifications, for 
example, using 788 × 545mm art paper, writing the company name horizontally in a ribbon-
shaped section in the upper part, and inserting a calendar in the lower part, that were passed 
on from generation to generation.
There was a strong tendency among foreign companies to choose Chinese classics and historical 
events as the main themes that were printed in the middle part. In this respect, the posters 
resemble Suzhou woodblock prints produced and distributed during the Qing era. Yet, after the 
mid-1910s, companies with Chinese capital that ordered the creation of posters preferred modern 
genre paintings over classical themes.
Initially, printing companies in the British Concession in Shanghai were believed to have served 
as a contact for ordering such posters and created them at the factories in London. Nevertheless, 
this study found that printing company in Hong Kong also took part in the creation of these 
posters from an early stage.
Ⅰ　はじめに：本稿の目的と研究の端緒
本稿は、概ね 1880 ～ 1920 年代半ばに製作された中国語表記のポスターを研究対象とし、それらに
見られる特徴について、考察・検証することを目的としている。
次に、研究の端緒であるが、これには香港文化博物館が所蔵する 1900 ～ 60 年代に製作された、約
940 点に上る商業ポスターと原画コレクション（以下、香港コレクション）に関する閲覧調査が、数

































































































































































王樹村 1959 年 5 月「記 “滬景開彩図、中西月份牌”」
『美術研究』総 10 期，p.56 天津：中央美術学院。

















































































さて、今日その存在が確認されている、申報館が配布した最も古い月份牌は、1889 ～ 90 年用の《光















































































































残念ながら、1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図９】がどこで製作されたのか、作者が誰なのかは、
現状の画面からは情報が得られないらしい。また、現存する中国製ポスターで 19 世紀中に製作され
たことが断定できる作品は存在せず、泰隆洋行を依頼主とする作品もこれ以外に確認されていない。



























とする、1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図９】となるのは当然の帰結であり、中国製ポスターの場合、
時代を遡れば遡るほど、依頼主に占める外資系企業の割合が高くなる。事実、香港コレクションと蕭
コレクションから、製作・使用年が判明している作品を古い順に挙げていくと、いずれもその年のカ
レンダーをあしらった、1901 ～ 02 年用の《屈臣氏大薬房》【図 10】、1906 ～ 07 年用の《旗昌洋行》【図
５】、1907 ～ 08 年用の《香港源安水火保險匯兌附揭積聚按揭貨倉有限公司》【図 11】、1908 ～ 09 年






図 12　1908 ～ 09 年用　鄭古珍《英那頓火燭保險燕梳公司》
香港文化博物館蔵
図 10　1901 ～ 02 年用《屈臣氏大薬房》蕭春源氏蔵
図 13　1909 ～ 10 年用《咪地洋行》香港文化博物館蔵





































ところが、1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図９】と 1901 ～ 02 年用の《屈臣氏大薬房》【図 10】
の製作を担った製版印刷会社に関しては、画面上にそれらに関する情報が存在しないことから不明で
あるものの、1906 ～ 07 年用の《旗昌洋行》【図５】と 1907 ～ 08 年用の《香港源安水火保險匯兌附
揭積聚按揭貨倉有限公司》【図 11】と 1908 ～ 09 年用の鄭古珍による《英那頓火燭保險燕梳公司》【図
12】は、1903 年に創業し日刊新聞『サウス・チャイナ・モーニング・ポスト』を創刊した香港南清













第一に挙げられるのは、1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図９】以降、カレンダーがほぼもれなく
存在し、それが画面下中央に配されていることである。もっとも、《泰隆洋行》【図９】と香港コレク






































実、1906 ～ 07 年用の《旗昌洋行》【図５】や 1907 ～ 08 年用の《香港源安水火保險匯兌附揭積聚按
揭貨倉有限公司》【図 11】、及び 1908 ～ 09 年用の関惠農による《亜細亜火油公司》【図 19】におけ
る中国語表記の社名は、いずれも右から左に横書きであり、1906 ～ 07 年用の《旗昌洋行》【図５】
に関しては、カレンダーより上の部分が、龍の施された柱の存在も相まって、全体が中国の楼門のよ
うに見える。また、1907 ～ 08 年用の《香港源安水火保險匯兌附揭積聚按揭貨倉有限公司》【図 11】


















































戦前期の中国製ポスターの大きさは、現時点で確認できる最も古い 1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図











































































コレクションの中国製ポスターは、いずれもアート紙に印刷されており、その使用は 1889 ～ 90 年
用の《泰隆洋行》【図９】にまで遡れるのである。
中国におけるポスター史の黎明期を飾る作品が、アート紙に印刷されていた理由は定かでない。た


























1910 年代半ば以降は全般的に下火になったにもかかわらず、1932 年用の《三井洋行》【図 21】や


























第一に挙げられるのは、1889 ～ 90 年用の《泰隆洋行》【図９】にも遡れる、画面上辺にたなびく
リボンに社名や商品名を記す方法であり、この手法は 1908 ～ 09 年用の周慕橋による《英美煙公司》【図
16】や、1910 ～ 11 年用の《三達美孚火油公司》【図 23】など、外資系企業にとっては中国製ポスター
を製作する際の仕様として広く浸透していた。ただし、ある面ではそれゆえに、ポスターの依頼主と
して中国人資本の企業が増えてくると、この仕様がそれらには採用されず、前述した 1932 年用の《三



















図 23　1910 ～ 11 年用《三達美孚火油公司》
香港文化博物館蔵
図 25　1921 年用《太古汽船》香港文化博物館蔵





1907 ～ 08 年用の《香港源安水火保險匯兌附揭積聚按揭貨倉有限公司》【図 11】の画面下辺、カレンダー

































ぎ去れば継承されず、新たなものが採用されることになる。それが証拠に、1908 ～ 09 年用の鄭古珍
による《英那頓火燭保險燕梳公司》【図 12】の全体デザインは、1905 年にアメリカのポートランド






























例えば、蓮池に浮かぶ楼閣内の様子を描いた 1909 ～ 10 年用の《咪地洋行》【図 13】は、嘉慶期の
《碧沼荷香》【図 31】とよく似ており、1914 ～ 15 年用の《瑞記洋行》【図 24】に見られる、鹿のいる
宮廷の庭で戯れる子女を主題にしている点は、少し後の時代にはなるものの、乾隆期の松崖主人によ
る《陶朱到富図》【図 32】に遡れるともいえる。また、1906 ～ 07 年用の《旗昌洋行》【図５】は『二十四
孝』の「老莱子」を主題としているが、これは 24 の全ての場面が絵画化されている《二十四孝》【図４】
の中から一つを選んでクローズアップしたものと呼べるであろうし、乾隆期の《九里山大戦楚覇王》【図
33】と 1908 ～ 09 年用の関惠農による《亜細亜火油公司》【図 19】は、共に『三国志演義』の一場面







































を表す 1744 年の《瓶花》【図 40】も、蘇州版画においては定番的な画題であった。このため、これ
らはポスターにも脈々と受け継がれ、1911 ～ 12 年用の寶という字を基調とした《香港旗昌洋行、青
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